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【要旨】  終末期がん患者の質の高い在宅療養生活を促進するための 
ICT（情報通信技術）を活用した看護介入プログラムの開発と評価 
 






















































から介入 6週目には緩やかな低下，介入 6週目から介入終了時には上昇傾向が見られた． 
【考察】 
在宅療養生活を送る終末期がん患者には，病状の進行にともない増大する身体的苦痛が見ら
れた一方で，介入による自己調整などによって改善が見られたものもあった．このことはメールや
ビデオ通話を活用したタイムリーかつ継続的な助言や励まし，保証によって，【医療者の指示を柔
軟にとらえて身体症状の緩和を図る】などの効果的なコーピングを獲得したことで，適切な症状マ
ネジメントが奏功したものと考えられる．また，介入前後の心理的側面，サポート側面の QOLが安
定していたことは，タブレット型端末を介した研究者との双方向コミュニケーションが，通常の診療
では難しい終末期がん患者の内面を表出する機会になっていたことから，安心感の獲得や人との
つながりの維持によってもたらされたものと考えられる． 
【結論】 
病状の進行により身体状態は悪化している状態でありながら，安定した情緒状態での在宅療養
生活が促進され，QOL の維持および生活の満足感がもたらされたことは，ICT を活用した本プロ
グラムによる介入効果が得られたものと考えられる．以上のことから，本プログラムは終末期がん患
者の質の高い在宅療養生活を促進するためのプログラムとして有効性が確認された． 
